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議
　
長
　
前  

原  

淳  

一

　
皆
様
に
は
清
々
し
い
お
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
能
登
半
島
地
震
に
始
ま
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
が
激

動
の
中
で
１
年
の
締
め
く
く
り
を
迎
え
ま
し
た
。
特
に
国
政
に
あ
っ
て

は
、
燃
油
な
ど
の
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
年
収
の
壁
な
ど
を
筆
頭
に
論

戦
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
原
町
の
よ
う
な
脆
弱
な
地
方
自
治
体

が
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
政
治
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
12
月
議
会
で
は
﹁
地
方
財
源
の
確
保
に
配
慮
を
求
め

る
意
見
書
﹂
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
を
し
て
頂
き
、
早
速
、
国

へ
送
付
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い

き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
も
の
が
言
え
る
議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
高
原
町
は
病
院
や
、
役
場
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の
老
朽
化
な

ど
未
解
決
の
問
題
が
山
積
す
る
中
、
学
校
も
統
廃
合
ま
で
残
り
１
年
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
大
規
模
化
す
る
自
然
災
害
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
諸
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
温
か
く
見
守
っ

て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
え
は
ら   

じ
ゅ
ん
い
ち

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

本年もよろしくお願いします
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議
会
の
あ
ら
ま
し

　第4回定例会は、12月 4日から12月 9日の 6日間開催され、承認1件、
議案16件、発議1件が上程され、原案のとおり承認、可決しました。

１２月定例会のあらまし　第4回定例会

承認第8号　一般会計補正予算　第7号　

議案第６０号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例

［主なもの］

・衆議院議員選挙費

　補 正 額：１，１０７万９千円 ↑承認第８号の上程及び審議

趣旨及び概要：令和７年度から普通徴収に限り暫定賦課を廃止し、これに伴う納期の条項を

　　　　　　　改正し、関連するその他の条項を削除するもの

主な改正内容：普通徴収による国民健康保険税の納期の変更。

                     国民健康保険税の納期は、「１０期」から「９期」

    　　　　　  とする。
↑議案第60号の上程及び審議

議案第６１号　一般職の任期付職員の採用等に関する条例
趣旨：行政の高度化、多様化、国際化などが進展する中で、これらの変化に的確に対応し、

　　　遂行していくため、民間人材の採用の円滑化を図るために本条例を制定するもの

概要：任期付職員の採用は（１）（２）の場合は５年を超えない範囲、（３）（４）の場合は３年を

　　　超えない範囲で任期を定める。

（１）高度の専門的な知識経験又は識見を有する者をその者が有する知識等を一定期間活

　　　用し遂行することが特に必要とされる業務に従事させる場合

（２）専門的な知識経験が必要とされる業務にその者が有する知識等を期間を限って従事

　　　させる場合

（３）一定期間内に終了することが見込まれる業務の場合

（４）一定期間内に業務量の増加が見込まれる場合

↑議案第61号の上程及び審議

号　　給

１　号　給

２　号　給

３　号　給

４　号　給

５　号　給

６　号　給

７　号　給

３８０，０００円

４２７，０００円

４７７，０００円

５３９，０００円

６１５，０００円

７１８，０００円

８３９，０００円

給料月額

（特定任期付職員の給与の給料表）



議案第６２号　高原町立小中学校設置条例
趣旨：町内小中学校の廃止、設置に伴い条例を制定するもの

概要：令和８年３月３１日をもって町内４小学校・２中学校は閉校し、令和８年４月１日

　　　から新たな町立小中学校を設置するため本条例を制定するものであり、新たな名称

　　　については、広く公募し、高原町小中一貫教育校準備委員会及び高原町教育委員会

　　　による審議を経て

　　　 高原町立「高原小学校」「高原中学校」に決定。

　　 愛称として「たかはる学園」と決定した。

　　　※施行期日は令和８年４月１日であるが、

　　　　 今回の議決によって、今後校歌や校章作成

　　　　 などの準備が進められる。

議案第６９号　一般会計補正予算　第８号
［主なもの］

・道路維持費（１，６８９万５千円）

・校歌作成費等（１０９万２千円）

　補 正 額：６，７１２万３千円

　

議案第７０号　介護保険事業特別会計補正予算　第２号
・保険事業勘定　介護給付費準備基金積立金　４，５９３万７千円

　予算総額：１４億８，７５５万２千円
・介護サービス事業勘定　一般会計繰出金　１４８万４千円

　予算総額：７１５万７千円

↑議案第69号の上程及び審議

↑議案第62号提案理由 ↑議案第62号質疑及び審議

↑議案第70号の上程及び審議

議案第７１号　後期高齢者医療特別会計補正予算　第１号
・一般会計繰出金　３０４万７千円

　予算総額：３億１，３１９万４千円

議案第７２号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・給料表の改正

・期末、勤勉手当の年間支給月数を4.5月から4.6月に引き上げる。

↑議案第71号の上程及び審議

議案第７３号　特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する
条例
・期末手当の年間支給月数を3.4月から3.45月に引き上げる。
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議案第７５号　一般会計補正予算　第９号

↑議案第７2・７３・７４・７５号の上程及び審議

議案第７４号　議会の議員の議員報酬・費用弁償及び期末手当に関する条例の一部
を改正する条例
・期末手当の年間支給月数を3.4月から3.45月に引き上げる。

発議第２号　税制改正に伴う地方財源の確保に対する配慮を求める意見書
　令和７年度の税制改正に関し、国においては政党間協議の中で被扶養者の給与所得に係る
基礎控除額の見直し、租税特別措置法第八十九条の施行に関する法整備が検討されている。
　基礎控除額の見直しは、短時間労働者の就業可能時間が増えると共に雇用者側の人手不足
の解消に繋がる一方、住民税、地方交付税といった地方財源の大幅な減少が見込まれる。
　また、租税特措法第八十九条の施行は、特例規定が発動した場合においても、ガソリン価
格の減税により経済の活性化が図られ実質Ｇ Ｄ Ｐを押し上げる効果が期待できる反面、地方
譲与税の減に繋がる。
　財政構造が脆弱である地方にこそ国からの更なる支援が必要であるところ、これら地方財
源の減収が見込まれることにつき、本年１１月１９日、全国知事会は自民党税制調査会長に
面会し配慮を求めている。
　以上により、国においては、各種税制改正が地方の財政運営に与える影響を十分に考慮し、
地方財源の確保に関し、制度面での充実はもとより、地方交付税等の上乗せを検討するなど、
各種の減収補填対策を講じていただくよう求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県高原町議会

令和６年度　予算総額　　　　７１億９，５６２万９千円

議  　案

番 　 号

議案第60号

議案第62号

議案第72号

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

表決が分かれた議案の議員別賛否一覧 　令和６年 第４回 定例会　議決結果（内容）

⑥
外
村
　
仁

⑨
陣
　
圭
介

⑧
山
下
香
織

④
温
水
宜
昭

②
岩
元
礼
子

⑦
郡
山
貞
利

①
西
嶋
陽
代

③
福
澤
卓
志

⑤
末
永
　
充

⑩
前
原
淳
一

件　　　　　　名
議
決
結
果

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

高原町立小中学校設置条例

−○○○○○○●●●可
決

−●○○○○●○●○可
決

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 −●○○○○○○●○

−●○○○○○○●●

−●○○○○○○●●

−●○○○○○○●●

可
決

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第73号 可
決

議会の議員の議員報酬・費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例議案第74号 可
決

令和６年度高原町一般会計補正予算（第９号）議案第75号 可
決

９月定例会以降１２月定例会までの議会の動き

・給与等改定に伴う補正

　補 正 額：６，６００万５千円

●定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２月４日～１２月９日（会期６日間）
●議会運営委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（１１／２７、１２／９）　　　
●全員協議会・・・・・・・・・・・・・・・・４回（１０／２１、１１／１５、１１／２９、１２／９）　　
●総務経済常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回（１２／６）　
●文教厚生常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（１０／２、１２／６）　
●議会だより編集委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（１０／１５、１２／９）
●議会の在り方検討特別委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（１０／２１、１２／９）
●公共施設の在り方検討特別委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回（１０／２１）　

議
会
の
あ
ら
ま
し
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総
務
経
済
常
任
委
員
会

総務経済常任委員会　行政調査
　１．期　　日　令和６年８月１９日（月）～２０日（火）
　２．場　　所　東京都衆議院第二議員会館、国土交通省等、茨城県利根町　
　３．調査内容
　・株式会社ＮＴＴデータ経営研究所　講師　大野博堂氏との研修会
　　　客観指標からみた高原町の現状と課題について研修を受けた。地域住民の
　　健康や幸福度を高める施策を展開するのが有効であるということであった。
　・国土交通省観光庁観光地域振興課　課長　安部勝也氏への要望活動
　　　本町の観光振興について意見交換を行った。高原町には「天孫降臨」の
　　神話があり、例えば「天孫降臨○○」というテーマで、霧島ジオパーク等
　　の団体を利用する等、近隣の自治体と連携してプランを立てるのはどうか。
　　今あるものを活かす例として、御池にカヌーを導入したり、長期滞在でき
　　る事業を企画したりしてはどうかという意見があった。
　・総務審議官　原邦彰氏への要望活動　
　　　総務省管轄で地域公共交通とマイナンバーカードの交付率について高原
　　町のＰＲを行い、地域公共交通の予算措置を要望した。
　・高原町の現状を下記の方々へ説明し、補助金の対象範囲の
　　見直しや今後の事業について要望した。
　　

〈考 察〉
　１日目は、衆議院議員会館を訪問・研修し、国土交通省関係機関に高原町の現状を説明し関係省庁の
方々からアドバイスを頂いた。いち早く情報等を得ることができ、町の施策に活かしていきたい。今後
もこのような機会が得られるようにしたい。
　２日目は、利根町役場を訪問し、小学校３校を１校に統合された利根町の学校跡地利用に関すること
や起業塾について、役場政策企画課、まち未来創造課、利根町議会の方々に事業経緯等を伺った。利根
町は、昭和５０年代に首都圏のベットタウンとしてニュータウン開発が行われてきた。
　しかし、現在は、高齢化率45%となり厳しい状況である利根町の現状を研修して、誰もが幸せを共有
できるサービスを提供出来るよう研鑚されていることを学んだ。
　

▲チャレンジショップ「ママとこ cafe」の
オーナーと担当職員

▲茨城県利根町の行政視察の様子

　・茨城県利根町役場を視察した。
　　　１．学校跡地利用に関すること等について　　　２．利根町まちなか・商店街活性化事業について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  【国土交通省】
　 大臣官房審議官    　　　     　　　　　　鎌原　宜文氏
　　  道路局長　   　　               　　　     山本　　巧氏　
　     道 路 局　　　　     国道・技術課長　西川　昌宏氏
　     道 路 局　  環境安全・防災課
　           　　　　  道路防災対策室　室長   神山　　秦氏
　     道 路 局　  環境安全・防災課
　　　　　　　　　　　　　    企画専門官　中屋　正浩氏
　     都 市 局　  市街地整備課
　　　　　　　　                   企画専門官　松村　知樹氏
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生常任委員会　所管事務調査
１．調査日　令和６年７月11日（木）、17日（水）

〇高原町養護老人ホーム峰寿園について調査
　令和６年４月１日より養護老人ホーム峰寿園が高原町直営
　になったため、その現状について調査を行った。

☆入園者（令和６年７月１日現在、定員５０名）
　総数　３６名（男性９名、女性２７名）
　平均年齢　８３.７５歳（男性７５.７７歳、女性８６.４１歳）

☆職員体制（総数２９名）
　事務部門５名、相談部門２名（うち１名副園長兼務）、看護部門２名、支援部門１５名、給食部門６名

☆施設の現状と改修状況（平成２年３月新施設完成）
　居室（トイレ、洗面所付個室）５２室・集会室・食堂・浴室・談話室・面接室・医務室
　静養室・調理室・事務室・介護職員室・リネン室・洗濯室・作業室等

　●令和５年度改修
　　消防設備改修工事（誘導灯及び消火栓ホース改修）　　　　　　工事費 　２，５０１，４００円
　　屋根防水工事（談話室上部防水工事）　　　　　　　　　　　　工事費 　　　７１５，０００円
　　門扉改修工事（門扉改修）　　　　　　　　　　　　　　　　　工事費 　　　９７１，０００円
　　衛生器具取替工事（シングル混合栓取替・事務室等洗面器混合栓取替）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事費 　　　９０２，０００円
　●令和６年度改修
　　屋根改修工事（防水工事）　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額 １８，３１１，０００円
　　屋根改修工事（追加分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　 ３，５７６，０００円
　　緊急性を要する修繕（浄化槽蓋改修工事等）　　　　　　　　　予算額　 １，６６４，０００円

【調査のまとめ】
　　指定管理から町直営になり、その移行準備期間も短かったことで、業務にあたる職員への負担、
　利用者においても直営移行に伴う職員の大幅な入れ替えに対する不安も大きかったと思われる。
　　管理運営の現状と課題について様々なことがあげられたが、その対策として、看護・支援に関し
　ては高原病院、福祉課との連携の強化を図ることが重要だと感じた。

議会を傍聴しませんか？
ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。

請願・陳情を出される方は２月２５日（火）までにご提出ください。
※詳細は町公式
ホームページにて高原町議会事務局　☎４２－５１３８

本会議は午前１０時開会

３月５日（水）～
※質問者数により日程が決まります。

３月定例会は
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議
会
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会

議員の処遇（定数・報酬）に関するアンケート
について集計結果をお知らせいたします。

　議員の処遇（定数・報酬）に関して、４月の議会報告会に参加いただいた方の
ほか、７月に郵送でアンケート調査を実施いたしました。ご協力ありがとうございました。
　調査の集計結果について、ご報告申し上げます。
　調査結果を参考にさせていただき、現在、議会の在り方検討特別委員会にて議員の処遇に
ついて協議を行っているところです。
　今後、任期中の対応を２月までに決定し、３月に中間報告を実施する予定としています。

議員定数について 議員報酬について

〇「そのままでよい」の回答

　・定数が少なすぎても議論できない。町民の意見が

　　反映されなくなる。（６件）

　・定数を減らすと地域的に偏りが生まれる。（３件）

〇「減らすべき」の回答

　・町の財政状況に見合った数に。（５件）

　・人口１，０００人に対し一人が妥当。（４件）

　・人口減少する中で現人口から考えて多い。（４８件）

◎理想的定数の回答で多かったもの

　・８人（４９件）

　・７人（８件）

　・６人（７件）

〇「増やすべき」の回答

　・なり手不足の解消になる。（７件）

　・議員職に専念できるよう、生計が成り立つよう。

（１０件）

　・定数を減らせば増やしてもいい。（６件）

〇「そのままでよい」の回答

　・それなりに高額。責任を持って仕事を。（２件）

〇「減らすべき」の回答

　・財政状況に見合った報酬にすべき等。（５件）

◎理想的金額の回答で多かったもの

　・３万円増（４件）

　・３０万円程度（５件）

　・１０万円、１８万円（各３件）

複数いただいた意見 複数いただいた意見

減らすべき
４７．３

どちらでもよい・分からない
１３．０

そのままでよい
４５．９

減らすべき
１８．４

増やすべき
１８．８

増やすべき１．０

母数２０７ 単位　％ 母数２０７ 単位　％

そのままでよい
４０．６

どちらでもよい・
分からない
８．７

議会の在り方検討特別委員会
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（一般質問の様子）

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

●
町
立
病
院

問　
２
市
１
町
で
取
り
組
む
「
地
域
医
療

連
携
法
人
」
の
設
立
協
議
が
中
断
さ
れ
た
。

今
後
の
方
針
は
。

答　
法
人
設
立
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
設
立
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
、
病
床
の

削
減
や
統
廃
合
は
。

答　
人
口
10
万
人
当
た
り
の
病
床
数
を
算

定
す
る
と
、
本
町
は
７
６
７
・
９
床
と
な

り
、
県
平
均
１
３
４
７
・
４
床
を
大
き
く

下
回
る
。
慎
重
に
対
応
す
る
。

問　
外
来
患
者
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
７
年
２
月
よ
り
、
午
後
の
外
来

診
療
を
再
開
す
る
。
広
報
誌
を
２
月
に
発

行
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
患
者
目
線
で
掲
載

す
る
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問　
高
原
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

令
和
７
年
度
の
継
続
は
。

答　
令
和
６
年
度
で
閉
所
。
利
用
者
の
納

得
が
得
ら
れ
て
い
る
。

福
祉
・
教
育
の
充
実
を

福
祉
・
教
育
の
充
実
を

問　
学
校
統
廃
合
後
の
狭
野
・
広
原
・
後

川
内
の
事
業
は
。

答　
さ
の
っ
こ
ク
ラ
ブ
は
継
続
。
広
原
・

後
川
内
は
保
育
所
の
在
り
方
を
含
め
て
検

討
中
。

問　
利
用
料
の
減
免
・
徴
収
方
法
・
学
校

と
の
連
携
は
。

答　
減
免
は
考
え
て

い
な
い
。
徴
収
方
法

も
ペ
イ
ペ
イ
導
入
は

難
し
い
。
お
守
り
登

録
に
な
ら
な
い
よ
う
、

登
録
し
た
時
点
で
月

額
利
用
料
の
納
入
が

発
生
す
る
。
学
校
と

事
業
者
の
連
携
を
図

る
。

●
教
職
員
の
働
き
方
・
な
り
手
不
足

問　
適
正
な
教
員
の
配
置
・
支
援
員
の
配

置
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　
配
置
さ
れ
な
か
っ
た
学
校
は
、
小
学

校
１
校
１
名
、
中
学
校
１
校
１
名
。
支
援

員
は
、
適
宜
、
配
置
し
て
い
る
。

●
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

問　
助
成
制
度
は
。

答　
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
宮
崎
県

市
長
会
な
ど
か
ら
、
要
請
が
あ
る
。

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

問　
病
床
稼
働
状
況
、
患
者
数
、
救
急
応

需
状
況
は
。

答　
令
和
６
年
４
月
か
ら
10
月
末
ま
で
で
、

病
床
稼
働
率
は
82
・
５
％
、
40
床
に
対
し

１
日
平
均
33
床
、
昨
年
度
比
較
４
・
９
床

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
外
来
患
者
数
は
、

１
０
，
５
９
４
人
、
昨
年
度
比
較
２
，
６

６
４
人
の
減
、
入
院
患
者
数
は
７
，
０
５

８
人
、
昨
年
度
比
較
１
，
０
３
４
人
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
救
急
応
需
は
救
急
要
請

89
件
、
受
入
件
数
63
件
、
応
需
率
70
・
８

％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
比
較
で
要
請

件
数
７
件
の
増
、
受
入
件
数
14
件
の
増
、

応
需
率
11
％
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
年
度
の
収
支
見
込
み
は
。

答　
入
院
収
益
は
約
４
，
０
０
０
万
円
の

上
方
修
正
と
な
り
、
そ
の
他
医
業
収
益
で

は
約
１
，
０
０
０
万
円
の
下
方
修
正
と
な

り
、
医
業
収
益
全
体
で
は
約
３
，
０
０
０

万
円
の
増
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
医
業

費
用
で
は
職
員
給
与
の
給
与
改
定
等
の
可

町
立
病
院
に
つ
い
て

町
立
病
院
に
つ
い
て

能
性
を
考
慮
す
る
と
約
２
，
０
０
０
万
円

の
支
出
増
と
予
想
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度

決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
約
１
，
０
０
０

万
円
の
収
支
改
善
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

問　
午
後
の
診
療
再
開
に
関
す
る
検
討
結

果
は
。

答　
令
和
７
年
２
月
よ
り
月
曜
か
ら
金
曜

日
の
平
日
に
お
い
て
午
後
の
外
来
診
療
を

再
開
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
午

後
の
受
付
終
了
時
刻
を
３
時
に
設
定
し
、

原
則
午
後
３
時
30
分
ま
で
の
診
療
と
し
て

整
理
し
て
い
る
。

　
午
後
の
診
療
再
開
に
つ
い
て
は
、
区
長

会
文
書
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
院

内
掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　
次
年
度
に
向
け
た
更
な
る
対
策
は
。

答　
『
救
急
受
入
体
制
の
充
実
』
と
『
午

後
外
来
診
療
の
再
開
』
に
よ
り
、
入
院
病

床
の
平
均
稼
働
36
床
、
外
来
患
者
の
平
均

来
院
数
70
名
を
目
標
と
し
、
医
業
収
益
の

底
上
げ
を
図
り
、
計
画
的
に
企
業
債
を
活

用
し
た
機
器
の
更
新
を
行
う
こ
と
で
、
収

益
的
収
支
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、
全
体
的

な
経
営
改
善
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
医

療
機
関
と
し
て
の
体
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

▲学童で宿題をしている様子
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（一般質問の様子）

前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

岩元　礼子議員
いわもと　   れいこ

防
疫
体
制
に
つ
い
て

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

●
家
畜
伝
染
病
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
に
つ
い
て
の
対
応

問　
伝
染
病
の
侵
入
経
路
、
症
状
は
。

答　
福
岡
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。
症

状
は
皮
膚
の
結
節
、
水
腫
、
発
熱
、
鼻
汁
、

泌
乳
量
の
低
下
等
が
み
ら
れ
る
。

問　
発
生
予
防
の
水
際
対
策
、
蔓
延
防
止
は
。

答　
飼
養
し
て
い
る
牛
の
観
察
、
蚊
、
サ

シ
バ
エ
、
ヌ
カ
カ
な
ど
吸
血
昆
虫
の
防
除

を
行
う
、
飼
養
器
具
等
の
使
用
を
１
頭
ご

と
に
洗
浄
、
消
毒
を
行
う
。

問　
消
毒
剤
の
配
布
支
援
は
。

答　
町
及
び
Ｊ
Ａ
か
ら
消
毒
剤
の
配
布
を

行
う
。

問　
伝
染
病
発
生
時
の
対
応
は
。

答　
国
の
基
本
的
な
考
え
に
基
づ
き
各
農

家
が
対
応
す
る
内
容
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
っ
た
。

問　
発
生
前
と
比
べ
て
子
牛
の
価
格
、
牛

乳
消
費
の
変
化
は
。

答　
変
化
な
ど
情
報
は
来
て
い
な
い
。

問　
畜
産
農
家
だ
け
で
は
な
く
広
く
周
知

が
必
要
で
は
。

答　
国
内
初
め
て
確
認
さ
れ
た
伝
染
病
で

あ
る
た
め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
動

防
疫
体
制
に
つ
い
て
向
に
注
視
し
、
国
や
家
畜
衛
生
保
健
所
の

指
示
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

●
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て

問　
気
候
変
動
に
よ
る
規
格
外
農
産
物
が

大
量
に
発
生
し
て
お
り
、
廃
棄
問
題
に
農

家
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
状
況
。
こ
の
よ

う
な
農
産
物
を
給
食
に
使
え
な
い
か
。
ま

た
、
使
用
し
た
場
合
の
給
食
費
の
削
減
費

用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

答　
フ
ー
ド
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
観
点
に

お
い
て
は
非
常
に
有
用
な
提
案
で
あ
る
。

ま
た
、
活
用
し
た
場
合
の
経
費
削
減
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
様
々
な

課
題
や
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

●
居
住
外
国
人
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　
多
言
語
で
の
行
政
案
内
、
各
施
設
で

の
案
内
、
防
災
な
ど
の
優
し
い
対
応
を
さ

れ
て
い
る
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
多
言
語
対
応
と

し
て
い
る
が
、
多
言
語
表
示
な
ど
の
対
応

は
不
十
分
で
あ
り
、
言
語
が
異
な
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
が
必
要
。

支
援
が
他
自
治
体
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。　
　

問　
本
町
在
住
の
外
国
人
の
人
数
、
国
籍
、

職
業
は
。

答　
65
人
、
８
か
国
、
永
住
、
技
能
実
習

生
な
ど
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
行
政
情
報
発
信
に
つ
い
て

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
の
宣
伝
効
果
、

経
済
効
果
は
。

答　
宣
伝
効
果
、
経
済
効
果
は
あ
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。

●
地
方
創
生

問　
日
本
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
町
お
こ
し

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

答　
現
在
、
編
集
者
や
、
映
像
事
業
者
と

の
接
触
、
意
見
交
換
等
を
始
め
て
お
り
、

専
門
的
な
助
言
を
頂
い
た
り
、
関
連
の
実

践
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
効
果
的
な
情
報
収

集
や
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問　
地
方
創
生
交
付
金
活
用
の
考
え
は
。

答　
ア
ニ
メ
の
み
な
ら
ず
高
原
を
Ｐ
Ｒ
す

る
事
業
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く

り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
地
元
事
業
者
と
連

携
の
た
め
の
仕
掛
け
、
持
続
可
能
な
取
り

組
み
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
視
野
に
財

源
の
活
用
や
事
業
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
模
索
し
て
い
く
。

問　
制
作
費
を
安
価
に
抑
え
る
た
め
に
自

ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
提
案
を
。

答　
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
編
集
者
等
の
意
見

も
重
要
だ
。
広
く
高
原
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

た
め
、
専
門
的
知
見
を
取
り
入
れ
た
費
用

対
効
果
も
視
野
に
事
業
展
開
し
て
い
く
。

町
お
こ
し
の
た
め
に
ア
ニ
メ
と
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
！

町
お
こ
し
の
た
め
に
ア
ニ
メ
と
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
！

●
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
の
誘
致

問　
進
捗
状
況
は
。

答　
県
の
担
当
課
と
の
協
議
や
情
報
収
集

を
し
て
い
る
。
県
も
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の

開
催
を
控
え
て
お
り
、
国
、
県
、
関
係
団

体
と
の
協
議
を
し
な
が
ら
可
能
性
を
探
っ

て
い
く
。

●
が
ん
対
策
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
）

問　
本
町
の
が
ん
対
策
の
実
態
と
対
策
は
。

答　
定
期
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
、
無

料
検
診
対
象
者
へ
の
再
勧
奨
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
男
性
の（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
予
防
接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
、
国
の
補
助
が
な
い
、
有
効
性
の
周
知

と
と
も
に
町
独
自
の
補
助
が
必
要
と
考
え

る
。

答　
中
学
校
で
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

講
演
会
を
実
施
し
て
、

有
効
性
を
含
め
、
啓

発
で
き
た
と
考
え
る
。

男
性
へ
の
補
助
に
つ

い
て
は
予
定
は
な
い
。

●
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

問　
農
家
支
援
の
た
め
農
機
具
等
の
軽
自

動
車
税
免
除
の
考
え
は
。

答　
高
原
町
税
条
例
に
規
定
が
な
い
、
ま

た
税
収
確
保
の
観
点
か
ら
出
来
な
い
。

議会だより　たちばな １０

▲子宮がん検診車



１１　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

●
今
後
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

問　
有
効
性
や
安
全
性
を
自
ら
調
べ
判
断

す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
う
が
。 

答
　
担
当
課
で
必
要
な
情
報
は
お
伝
え
で

き
る
。 

●
バ
ス
停
に
つ
い
て 

問　
バ
ス
停
に
屋
根
付
き
待
合
所
を
設
置

出
来
な
い
か
。 

答
　
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
費
用
・
利
用
者

数
等
を
考
慮
し
て
今
は
設
置
は
難
し
い
。 

● 

関
係
人
口
に
つ
い
て 

問　
効
果
と
次
年
度
へ
の
対
策
や
改
良
点

は
。 

答
　
に
し
も
ろ
マ
ル
シ
ェ
で
は
過
去
最
高

売
り
上
げ
が
あ
り
継
続
開
催
の
要
望
を
頂

い
て
る
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
増
え

た
。
そ
の
都
度
、
改
善
点
等
を
検
証
し
、

今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
め
た
Ｐ
Ｒ
等
の
活
動

を
継
続
し
関
係
人
口
の
獲
得
を
進
め
る
。 

 

●
公
共
施
設
整
備

問　
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
整
備
計

画
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
今
年
度
中
に
基
本
方
針
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
方
針
決
定
す
る
。

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
　

問　
令
和
６
年
６
月
に
水
源
地
周
辺
の
工

事
は
完
了
し
た
が
、
水
源
建
屋
の
整
備
は
。

答
　
地
形
・
地
質
及
び
水
脈
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
第
１
水
源
施
設
等
の
保
全

対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
自
治
体
に
と
っ

て
高
額
な
委
託
料
が
財
政
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
。
国

に
要
望
す
る
べ

き
で
は
。

答
　
引
き
続
き

要
望
す
る
。

●
町
長
の
任
期

問　
今
後
の
考
え
は
。

答
　
３
選
へ
出
馬
せ
ず
、
残
さ
れ
た
課
題

解
決
に
向
け
て
全
身
全
霊
で
職
責
を
全
う

し
て
い
く
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

●
町
内
の
猫
問
題
に
つ
い
て 

問　
町
内
に
生
息
す
る
不
妊
手
術
さ
れ
て

な
い
猫
に
対
す
る
町
独
自
で
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。 

答
　
県
の
地
域
猫
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。 

不
妊
手
術
の
助
成
事
業
は
財
源
や
事
業
の

平
等
性
・
公
平
性
・
整
合
性
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。 

●
町
立
病
院
の
外
来
診
療
に
つ
い
て 

問　
婦
人
科
診
療
を
週
一
で
実
施
で
き
な

い
か
。 

答
　
新
規
事
業
に
投
じ
る
投
資
額
が
医
業

収
支
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
為
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

町
民
に
直
結
す
る
身
近
な
政
策
も
望
む
！ 
町
民
に
直
結
す
る
身
近
な
政
策
も
望
む
！ 

山下　香織議員
やました　   かおり

問　
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
も

必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
や
幸
福

度
を
高
め
る
施
策
を
展
開
す
る
の
が
有
効

と
考
え
る
が
。

答
　
指
摘
の
と
お
り
認
識
し
て
お
り
、
任

期
中
に
取
組
む
。

●
農
林
水
産
業
　

問　
畑
地
か
ん
が
い
事
業
に
よ
る
農
畜
産

物
や
加
工
品
等
の
高
収
益
商
品
を
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
推
進
す
る
と
公
約
を
掲
げ
て
い

る
が
、
見
え
て
い
な
い
。

答
　
高
収
益
な
農
産
物
の
選
定
に
は
ま
だ

い
た
っ
て
い
な
い
。
担
い
手
が
作
業
し
易

い
、
ほ
場
整
備
や
計
画
的
に
作
付
け
が
で

き
る
畑
か
ん
の
推
進
を
行
う
。

●
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療

問　
多
額
の
公
費
投
入
は
、
財
政
の
逼
迫

に
つ
な
が
る
。
今
後
、
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
地
域
医
療
に
ま
い
進
す
る
。

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

▲飼い主の分からない、
　増えていく猫達

▲常盤台水源地

▲にしもろマルシェの様子
　（東京都三軒茶屋）



議会だより　たちばな １２

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

問　
学
校
統
合
後
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

に
つ
き
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
車
体
へ
の
広
告

掲
載
等
に
よ
る
財
源
確
保
に
つ
き
可
能
性

は
。

答　
経
費
を
下
げ
る
た
め
の
対
応
策
と
し

て
今
後
調
査
検
討
す
る
。

●
税
制
改
正

問　
税
制
改
正
に
伴
う
財
源
確
保
に
つ
き
、

対
応
は
。

答　
全
国
の
町
村
会
を
あ
げ
恒
久
的
財
源

確
保
を
国
に
要
望
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

方
向
性
が
出
て
い
る
。

●
文
書
・
情
報
管
理

問　
住
民
の
権
利
利
益
保
護
の
観
点
か
ら
、

法
制
の
専
門
部
署
を
設
け
る
必
要
は
。

答　
必
要
な
時
期
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

状
を
理
解
い
た
だ
き
職
員
が
適
正
な
事
務

処
理
に
努
め
た
い
。

●
ま
ち
づ
く
り
事
業

問　
行
政
の
立
ち
位
置
に
つ
き
考
え
は
。

答　
基
本
的
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど

の
旗
振
り
役
は
、
行
政
が
ま
ず
担
う
必
要

が
あ
る
。

問　
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、
代
表
者
だ

け
で
な
く
事
業
者
個
々
に
も
連
携
の
機
会

を
創
出
し
、
町
全
体
で
一
体
的
に
地
域
間

連
携
す
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
は
。

答　
理
想
的
で
あ
る
。
一
部
の
団
体
で
は
、

町
が
仲
介
す
る
形
で
連
携
の
話
し
合
い
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

答　
近
隣
市
町
と
協
議
を
行
う
。

問　
「
ス
マ
ー
ト
捕
獲
等
普
及
加
速
化
事

業
（
国
費
）
」
を
活
用
出
来
な
い
か
。

答　
考
え
は
な
い
。

●
学
校
統
廃
合

問　
高
原
小
学
校
校
舎
改
築
等
の
状
況
は
。

答　
令
和
７
年
度
に
７
，
４
０
０
万
円
前

後
を
か
け
て
改
修
を
行
う
。

問　
令
和
７
年
度
入
学
生
は
。

答　
小
学
生
47
名
、
中
学
生
73
名
。

問　
校
区
外
申
請
は
あ
る
か
。

答　
小
学
校
３
件
、
町
外
０
件
、
中
学
校

０
件
。

問　
交
通
指
導
員
の
現
状
と
統
合
後
の
処

遇
は
。

答　
現
在
５
名
（
並
木
、
高
原
駅
前
、
仲

町
交
差
点
、
後
川
内
、
広
原
）
、
令
和
３

年
に
年
額
８
万
円
に
増
額
し
、
今
後
の
処

遇
は
検
討
中
。

問　
廃
校
後
の
校
舎
活
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
は
。

答　
学
童
保
育
や
公
立
保
育
所
、
カ
フ
ェ

や
日
用
品
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
、
合
宿
所
、
民
間
業
者
へ
の
売
却
な

ど
。

●
交
通
安
全
等

問　
宮
崎
市
の
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
助
成
が
出
来
な
い
か
。

答　
公
益
性
が
低
い
た
め
行
わ
な
い
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

●
学
校
教
育

問　
憲
法
第
23
条
に
関
す
る
判
例
に
基
づ

き
、
学
校
教
育
に
関
す
る
教
育
長
の
考
え

は
。

答　
授
業
の
内
容
目
的
は
学
習
指
導
要
領

に
示
し
て
あ
る
。
授
業
の
際
、
内
容
や
学

習
指
導
過
程
に
は
教
員
に
一
定
の
裁
量
が

あ
る
と
認
識
す
る
。

問　
旭
川
学
力
テ
ス
ト
事
件
の
見
解
に
つ

き
、
保
護
者
と
の
連
携
、
意
思
疎
通
と
い

う
部
分
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　
学
校
の
組
織
運
営
、
特
に
授
業
に
関

し
て
は
、
学
校
が
夫
々
生
徒
の
実
態
を
把

握
し
な
が
ら
、
家
庭
と
連
携
を
取
り
、
進

め
て
い
る
。

問　
判
例
が
示
す
関
係
者
に
は
町
も
含
ま

れ
る
。
学
校
と
保
護
者
と
の
意
思
疎
通
だ

け
か
。

答　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
全
体
を
俯

瞰
し
、
学
校
の
指
導
助
言
、
支
援
を
す
る
。

問　
教
職
員
に
対
す
る
教
育
長
の
一
般
的

服
務
監
督
権
限
に
つ
い
て
は
。

答　
教
育
長
と
し
て
は
、
学
校
教
育
、
社

会
教
育
を
推
進
す
る
役
で
あ
る
。

学
校
現
場
の
実
態
把
握
を
正
確
に
！

学
校
現
場
の
実
態
把
握
を
正
確
に
！

●
町
政
運
営
全
般

問　
町
制
施
行
90
周
年
を
迎
え
た
。
１
年

間
の
振
り
返
り
と
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

答　
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
盛
り
上

げ
て
き
た
。
残
さ
れ
た
期
間
、
課
題
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
子
ど
も
支
援
係
が
健
康
課
に
あ
る
が
、

分
か
り
づ
ら
い
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
子

ど
も
課
と
し
て
単
体
化
出
来
な
い
か
。

答　
考
え
は
な
い
。

●
鳥
獣
害
対
策

問　
各
鳥
獣
の
駆
除
費
用
は
。

答　
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
７
千
円
、
タ
ヌ
キ

・
ア
ナ
グ
マ
２
千
円
、
サ
ル
２
万
円
、
カ

ラ
ス
類
１
千
円
、
ド
バ
ト
４
百
円
、
ノ
ウ

サ
ギ
４
百
円
。

問　
捕
獲
頭
数
・
報
奨
金
支
給
額
は
。

答　
捕
獲
数
（
イ
ノ
シ
シ
１
１
６
頭
、
シ

カ
２
２
３
頭
、
タ
ヌ
キ
１
１
８
頭
、
ア
ナ

グ
マ
１
０
１
頭
、
カ
ラ
ス
21
羽
、
ノ
ウ
サ

ギ
７
羽
）
、
報
奨
金
支
給
額
２
，
８
３
４
，

８
０
０
円  

（
20
名
に
対
し
支
給
）
。

問　
報
奨
金
の
増
額
は
出
来
な
い
か
。

今
の
ま
ま
で
大
丈
夫 

　
統
合
ま
で
あ
と
僅
か

今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
　 

統
合
ま
で
あ
と
僅
か

!?!?



１３　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

高
原
町
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

高
原
町
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
11
月
に
示
さ
れ
た
公
共
施

設
等
整
備
方
針
で
は
小
学
校
建
設
を
先
に

進
め
、
そ
の
後
に
庁
舎
建
設
等
を
進
め
る

方
針
が
令
和
５
年
６
月
に
小
学
校
建
設
を

断
念
し
た
。
計
画
見
直
し
の
検
討
は
（
新

築
・
改
修
等
の
順
番
等
）
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
施
設
の
老

朽
化
、
社
会
環
境
や
町
民
要
望
の
変
化
等

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
安
定
し
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
総
合
的
・
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
将
来
に
必
要
な
施

設
機
能
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

役
場
内
部
の
公
共
施
設
等
検
討
本
部
会
議

で
基
本
方
針
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
今
年
度
中
に
方
針
決
定
を
考
え
て
い

る
。

問　
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本
方
針
で
優

先
的
に
示
さ
れ
た
施
設
の
耐
震
工
事
状
況

と
建
物
等
の
目
標
耐
用
年
数
の
考
え
方
は
。

答　
旧
耐
震
基
準
で
整
備
さ
れ
た
施
設
の

う
ち
役
場
庁
舎
・
中
央
公
民
館
・
町
民
体

育
館
・
町
民
体
育
館
分
館
・
旧
高
原
中
学

校
体
育
館
・
後
川
内
中
学
校
体
育
館
が
耐

震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、

目
標
耐
用
年
数
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

日
本
建
築
学
会
の
耐
久
計
画
の
考
え
方
を

参
考
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨
造

は
60
年
、
木
造
は
50
年
と
設
定
し
た
。

問　
高
原
小
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て
設

計
予
算
が
２
千
万
円
か
ら
６
百
万
円
（
実

施
契
約
額
）
に
減
額
に
な
っ
た
理
由
と
国

・
県
の
補
助
見
込
み
額
は
。

答　
設
計
費
用
の
減
額
は
改
修
項
目
を
最

小
限
に
し
、
改
修
工
事
費
は
７
千
４
百
万

円
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
国
・
県
の
補

助
額
は
そ
の
１
割
と
見
込
み
、
年
明
け
に

は
確
定
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
現
高
原
小
学
校
へ
統
合
後
の
使
用
期

間
は
。

答　
何
年
ま
で
使
用
す
る
か
今
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。

問　
役
場
庁

舎
新
建
設
へ

の
国
の
補
助

額
の
有
無
に

つ
い
て
は
。

答　
新
庁
舎

建
設
の
国
の

補
助
は
厳
し

い
。　

▲高原小学校

（一般質問の様子）

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

●
空
き
家
・
空
き
店
舗
に
つ
い
て

問　
実
際
の
空
き
家
数
と
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
数
は
。

答　
空
き
家
数
２
６
７
戸
、
登
録
数
１
１

６
戸
、
掲
載
数
20
戸
。

問　
土
地
売
却
を
前
提
と
し
た
空
き
家
解

体
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
空
き
店
舗
バ

ン
ク
を
追
加
で
き
な
い
か
。

答　
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
が
で
き
れ
ば

可
能
。

●
創
業
支
援
に
つ
い
て

問　
町
内
で
起
業
す
る
際
の
支
援
は
。

答　
令
和
３
年
度
よ
り
高
原
町
創
業
起
業

支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
８
件
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　
創
業
に
係
る
知
識
を
学
ぶ
研
修
を
行

え
な
い
か
。

答　
資
料
等
を
確
認
し
、
高
原
町
と
し
て

の
創
業
支
援
・
起
業
支
援
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、で
き
る
方
法
を
考
え
る
！

で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、で
き
る
方
法
を
考
え
る
！

●
外
国
人
居
住
者
に
つ
い
て

問　
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
無
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
町
内
雇
用
の
技
能
実
習
生
に
失
踪
者

は
い
な
い
か
。

答　
失
踪
は
無
い
が
、
外
国
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
と

伺
っ
て
い
る
。

問　
生
活
保
護
支
給
を
し
て
い
な
い
か
。

答　
生
活
保
護
措
置
を
受
け
て
い
る
方
の

中
に
は
い
な
い
。

●
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て

問　
高
原
町
独
自
の
教
育
内
容
は
。

答　
高
原
子
ど
も
未
来
議
会
や
日
本
発
祥

地
ま
つ
り
の
企
画
運
営
補
助
な
ど
が
あ
る
。

問　
天
孫
降
臨
や
神
武
天
皇
ご
生
誕
の
地

を
重
点
化
し
た
教
育
は
。

答　
小
学
校
６
年
の
総
合
的
な
学
習
に
お

い
て
神
話
伝
統
や
文
化
財
、
歴
史
に
つ
い

て
調
べ
る
学
習
を
し
て
い
る
。

問　
就
職
・
進
学
等
で
町
外
に
出
た
際
に

高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
資
料
は
作
れ
な

い
か
。

答　
Ｐ
Ｒ
素
材
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

デ
ー
タ
を
整
理
し
て
簡
単
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。
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あなたの夢を応援します!!
あなたの夢を応援します!!

狭野神楽を舞った子ども達

5月：狭野棒踊り

5月：狭野奴踊り
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